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いつも熊本日日新聞をご愛読いただきありがとうございます

次のページへどうぞ

　第 15 回マスターズ甲子園 2018
に多良木高校野球部ＯＢチームが出
場しました。球磨人吉、城南、県
の予選を勝ち抜き県の代表として出
場した同校ＯＢは、日大東北高校Ｏ
Ｂ ( 福島）に 35 歳以上が出場する
後半に逆転し 12 対 6 で勝利し甲子
園初勝利を刻みました。ＯＢ会長の
坂口幸法さんは「高校球児としては
憧れの聖地、そこに立てたことが胸
いっぱいで感動した、と同時に沢山
の方々にご支援いただいたので、感
謝の気持ちを持って選手諸君は戦っ

里芋のから揚げ 580 円

生ハム 550 円 チキン南蛮 650 円

づけ茶漬け 650 円
カマンベール丸焼き

 800 円

干物のペペロンチーノ
 500 円

多良木町役場
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感動と感謝、感謝

てくれたと思う。現役が最後の夏の大会でベスト 16 だったので、あらためて多
良木高校最後の年に出場できたので本当によかった。この甲子園のグランドに
立てた感動の気持ちを他の球磨人吉の高校の野球ＯＢ会長に伝え、これまで以
上に盛り上げていきたいと思う。この大会に出場するにあたり沢山の方々にお
世話になったことに心から感謝の気持ちでいっぱいです」とお礼の気持ちを何
度も繰り返し話されていました。

　10 月 20 日にオープンした「てつ食堂」
さんを紹介します。
　魚料理を中心とする創作料理を提供す
るほか、地元食材もふんだんに活かした
メニューや、自家製の温豆腐や干物など、
店オリジナルの品揃えとなっており、行っ
てみるとホッと落ちつき、居心地の良い
雰囲気ながら、個性が光るお店です。代
表を務める若山哲志さん（あさぎり町岡
原出身）やスタッフの、明るい笑顔やキ
ビキビとした動きにそう感じさせられる
のかもしれません。また通常のお食事以
外にも、法事や会席料理（最大 50 〜 60
名収容）などの対応や、お子様やご年配

住所：多良木町多良木658-7
営業時間：18時〜22時

（当面は夜のみの営業となります）
定休日：11月一杯は毎週月曜日

（12 月以降は毎週水曜日が定休日になる予定です）
連絡先：0966-35-6886

てつ食堂

会席料理 4,000 円〜

＊お知らせ＊

オープニングイベントを11月一杯延長します。
パターゴルフを1発で決めれば、ボトル半額 !!

｢ 青井阿蘇神社」久米小６年 牧  昊輝さん

｢ 王宮神社」多良木中３年 川口ほとりさん

の方向けのメニューも事前相談に応じてもらえるなど、
細かい気遣いに既に多くのリピート客がいらっしゃる
ようです。「出来る限りご要望に応じられるように努め
て参りますので、宜しくお願い致します」と、若山代表。
また同時に一緒に働いてくれるスタッフを募集されて
います。ホールや厨房スタッフ・調理に興味のある人
は是非連絡くださいとのこと。

　球磨・人吉の日本遺産の啓発を目的とした、第 3 回日本
遺産絵画コンクールがあり 154 点の応募があり 12 名の小
中学生が表彰されました。受賞・入選された皆様おめでとう
ございます。出品された全作品は、多良木町埋蔵文化財等セ
ンター「古代の風　黒の蔵」にて平成 30 年 11 月 13 日（火）
〜平成 30 年 12 月 28 日（金）まで展示されます。

｢ 青蓮寺阿弥陀堂」多良木小３年 石原颯太さん

日本遺産絵画コンクール受賞おめでとうございます

　昨年最優秀賞の妹も
出展していたのでダメ
かなと思っていた。で
も私が最優秀賞と聞い
てビックリしました。
絵を描くのが好きなの
でこれからも色んな絵
を描いてみたいです。
明るい日本遺産の写真
をインターネットで探
してプリントアウトし
たものを見本に描いた。

川口ほとりさんコメント 賞 部門 氏名 学校
最優秀賞 小学生低学年の部 石原 颯太 多良木小

小学生高学年の部 牧　昊輝 久米小
中学生の部 川口 ほとり 多良木中

優秀賞
小学校低学年の部

松野 真与 渡小
坂本 光駕 多良木小
田中 勇悟 中原小

小学校高学年の部
井本 加奈美 岡原小
尾方 佳穂 黒肥地小
椎葉 七海 多良木小

中学生の部
河野 祥子 多良木中
西　季三葉 多良木中
竹下 諒祐 多良木中

お店紹介
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新 聞 記 事 を 楽 し む！ NO.44

　２０日、背には「平和」の校章、
襟には「凡事徹底」と書かれたはっ
ぴ姿で神輿を担ぎ町中を練り歩く様
子を後ろから眺めながら、多良木え
びす祭の神輿渡御出発式で、主催者
代表が「歴史と文化を伝えます」と
挨拶された言葉の意味が伝わって欲
しいと願って歩いた。下向きで、指
先を横に動かす姿を見慣れたせい
か、笑顔で空を見上げ「セイヤ・セ
イヤ」の掛け声で神輿を担ぐ姿がと
ても若々しくて頼もしく感じた。そ
んな折、今日は新聞週間。１６日の
新聞に、中学生作家、鈴木るりかさ
んが特集「新聞を語る」の記事で、

『まず一面に目を通し、いま何が問
題になっているのか、世の中の動き
を見る。次にテレビ欄、社会面。隅
の小さな事件記事も、小説を書く上
で引っかかりがあるので見過ごせな
い。なぜ犯人はこんなことをしたの
か、事件の前後を想像しながら読む。
私の小説には、新聞を読んでいなけ
れば書けない話、出てこなかった表
現というのがある』そして、『大き
な新聞を広げる行為、紙の手触りな

んかも好き。新聞を読んでいる自分
に、どこか誇らしさを感じる。祖父
が毎朝すごく熱心に新聞を読んでい
た。その姿にあこがれていたんだと
思う。』と述べていた。また昨日読
んだ、曽野綾子さん著書の「人間の
基本」の中に、「私にとって新聞は
読むのはほんとうに楽しみです。椅
子に座って大きな紙面を広げ、それ
ぞれ編集された紙面を見ながら、そ
の中で何が重要かそうでないか、自
分で考えて選ぶわけですからね。テ
レビには自分の選択がなく、あてが
い扶持の情報を受けるだけですが、
新聞を読むことはさまざまなことを
考えたり、書くものを考えたりでき
ます」と書かれていた。
　作家は伝えるために、常日ごろか
ら記事の前後を想像しながら読み、
その中で何が重要かそうでないか選
ぶなど、読みのトレーニングを続け
ていることに気づいた。さて、伝い
受ける側はどうなのか。「訳が分か
らん」、「面倒くさい」の言葉がとて
も気にかかる。

次回の発行日は１２月８日 ( 土 ) 予定です。お楽しみに !!

（原稿・写真提供：球磨支援学校）

多 良 木 警 察 署 だ よ り

（原稿提供：多良木警察署）

（原稿提供：多良木高等学校 川北禎一先生）

〜 伝 わ る 力 が 育 つ「 記 事 の 読 み 」 〜

　10 月 25 日
（木）に、第一
部（記念式典）、
第二部（「わは
はコンサート
１」）、第三部

（「わははコン
サート２」）の
計画で、お祝い
を行いました。
　第一部の記念
式典では、これ
まで本校を支え
ていただきました、地元の関係者の方々や歴代の校長先生等に御来
校いただき、心温まる御祝辞を賜り、厳粛な中にも心に残る式典を
挙行することができました。「わははコンサート 1」では、児童生徒、
卒業生及び保護者に募集した歌詞で作った 40 周年記念歌『WA HA 
HA ！輪！和！』の披露を行いました。会場からは大きな拍手をい
ただき、感動のコンサートとなりました。「わははコンサート２」で
は、福岡県を拠点として活動されている九州打楽器合奏団の方々を
お招きし、校歌や４０周年記念歌の演奏の他、様々な音色の打楽器
の紹介やその打楽器を使って児童生徒も一緒に演奏する機会も設け
ていただき、楽しいひとときを過ごすことができました。当日は天
候にも恵まれ、児童生徒の笑顔が輝く、４０周年を祝う記念の日に
ふさわしい一日になりました。これまで支えてくださいました皆様
方へ感謝するとともに、今後も子供たちの自立と豊かな生活の実現
を目指し、また、地域の特別支援教育の拠点として、取り組みを進
めていきます。

平成30年度ひのくにピカピカ運動の実施について！

記念式典オープニング（中学部和太鼓演奏）より

運動の目的　日没が早まる秋から冬の
　　　　　　「夕暮れ時から夜間」にかけての交通事故防止
運動の期間　平成30年10月15日〜平成31年1月31日

運動の重点
１：反射材の活用
２：前照灯の早めの点灯と上向き点灯の励行
　　（早めの点灯時間の目安＝「午後５時」）
　・前照灯は「上向き点灯」が原則です。対向車との離合や前車
　　がいない場合は上向き点灯を心掛けるようにしましょう。
　・雨天や霧などの悪天候の場合は、昼間でも前照灯を点灯し
　　ましょう。
　・右左折の合図は早めにするようにしましょう。

園 児 紹 介

松本麻衣先生
さくら組 17 名

湯前保育園

おかげさまで、今年度本校は

「創立 40 周年」を迎えることが
できました

　球磨川山野草愛好会（清水正秋会長）が
主催する寒蘭展示会が今月 10 日と 11 日、
あさぎり町岡原の岡原保健センターで開催
されました。会員が育てた寒蘭の他、風鈴
ツリバナやジンジソウなどの山野草など約
100 鉢が会場に並びました。「今年は春先

が寒く夏は猛暑だっ
たりと季節が安定し
なかったから、花を
咲かせるのに皆さん
ご苦労されたと思い
ます」と、清水会長
は作品を見ながら会
員の労をねぎらわれ
ていました。また会
場内では即売会も行
われたり、県外から
の来場者もあったり
と賑わいをみせてい
ました。

球磨川山野草愛好会「寒蘭展示会」

平川 美優さん
　発表会の合奏で大太鼓
を頑張ります。

黒木 芽生さん
　発表会のおゆうぎ
で着物を着て日本舞
踊を頑張ります。

椎葉 敦陽くん
　空手と水泳とピアノ
の練習を頑張ってます。


